







































源氏伝受をそ まま けられ 齢ではなく、かつ八十歳を越えた稙通がいつまでも待て 訳もない。第三者に預け 返し伝受を行わざるを得な 理由はここに明白である　
この返し伝受に相当する書状が宮内庁書陵部蔵・九条家旧蔵本




































で始まり、 「ねのこはいくつかまいらすへからん」 「さふらひにとのゐものゝふくろ」とする三箇条、つ り右伝受状で「三ケ秘決」と呼ばれている伝受切紙（一通）もある。これは天正二年に 条西実澄 （実枝） より稙通へ送られた切紙の写しである。 伊井春樹氏編 『源氏物語注釈書・享受史事典
⑷
』では「源氏物語三箇大事切紙」として、
近世末期の写本によって紹介されている。現時点での の切紙のもっとも筋の良いものは、 「古今伝受資料」 （書陵部蔵
　
五〇二 ・四









































ある摂家としての除目や即位などに関する秘説であっただろうことが、後年幸 への返し伝受を計画したことによっても推測できよ 。この時まだ幸家は誕生していない。つまり文学 関し は稙通は兼孝に託す気が無かったということになる。　
兼孝に問うている時点で、この「源氏物語竟宴記」の勘返状は源










































































































書に「右一巻愚昧之至雖恥後覧任見聞之所及／令走禿筆了猶漏脱多端之偽可重尋／記者也／承応三〈甲午〉年／十二月上旬正五位右馬権頭源利長」とある。前関白である幸家（元和九年から三十年間前関白・散位のまま）と、わずか十四歳の当主兼晴に代わり、天皇崩御に際して見聞きしたこ を記したものである。これが九条家に伝わっていることは利長が信用さ てい ことの証であろう。　
また利長の自筆資料として「九条輔実元服次第」 （書陵部蔵
　






































































































































































































ることはない。もちろん、目的 よっても代わってくるであろう 、勅命であれば、このように内大臣や親王が書くのが当然である。残念ながら桐壺巻の筆者は知られない 、夢浮橋が帥宮（閑院宮典仁親王）で、当時親王方の中ではも とも座次 高い人物である。寄合書に多い巻頭巻末は高位 者が記す形式に則ったものと思帚木が内大臣となればそ 以上の人 が想定されよう。　「絵巻」では桐壺巻詞書を幸家が記したが、つまりは筆者の中で
の最高位が幸家であることの証明になろう。　
しかし桐壺巻以外（本来は夢浮橋巻もであろうが、現存の絵巻が
前半しかないので不明）については、中将でしかない四辻季賢が十六行書いて西池季通に託す水準の巻があるのだ ら、 （もちろん、現存が確認され 他の巻 他摂家の関与 れば別であるが）勅命にしては身分的な偏りが感じられる。現時点では九条家が制作主であったと考えるのが自然であろう。二条康道が関与していた場合は、本論文末の系図の通り、幸家 子で二条 を継いだ人物 あるので、自家の扱いをした であろうと思われる。　
また四辻季賢といういわば九条家の外の人間が写した巻が早く、
身分の低い利長が書い 巻 遅いと うことは、九条家で多くの巻を書写した証拠になろう。前出書陵部本源氏物語が後桜町天皇 命によって されたもの るのに、完成しな ったことか 考えても、公家に源氏物語本文を、それも絵巻の為 豪奢な料紙に書かせる作業は難航したであろう。しかし贈答品 贈る機を外すことはきない。よって家司の利長が多くの巻を書くことになった、とするのはそれほど無理な推論ではあるまい。　
九条家は兼晴の代になったとはいえ、まだ若年ゆえ（明暦元年に
十五歳・従二位権大納言） 、絵巻制作の実質的下 者は幸家であたことは想像に難くない。 特に五十嵐公一氏 「九条幸家と京狩野家
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差し遣わしたのである。兼晴と家綱は同い年、このとき十三歳である。その翌年、後光明天皇の崩御により、後西天皇が即位した。周知のごとく、後光明天皇崩後、出 していない 水尾天皇の皇子は、良仁親王（後西天皇）と生まれたばかりの識仁親王（後 霊元天皇）だけで、霊元天皇即位までの中継ぎとして擁立されたのが 西天皇である。　
後西天皇と幸家の関係はこの時にとどまらない。明暦元年五月

























伴う作成と考えられている。また川本氏は、本屏風の画中に三葉葵紋の武家の姿があることを指摘 い 先の四葉葵の直衣と通ずるものがあるように思われ 。　
そして源氏本文をすべて書き記した「絵巻」の特殊性を考えると、
優良なテクストを求める人物への贈り物 考えることが出来 しまいか。そのときに、本論前半で述べたごとく、幸家が「源 伝受」を受けた存在、 「稙通の孫」であることが生きてくると思われる。　
















長について考察し、併せて成立年次を考え 桐壺巻にあるとされる奥書の補強をした。また制作理由と ては、将軍代替による幸家・兼晴の江戸下向を期とした幕府方への接近手段と想定した。ま 後西天皇ととも 武家方に近 い関係であること 指摘し、血縁関係の強化を視野に入れた贈り物であった 推測した。　
そして終わりに幸家は絵巻をなぜ源氏物語にしたのか、前半 伝
受に則して考えた。　
幸家差配の「絵巻」と杉原盛安の関与 絵巻」本文と九条家
所持していた源氏物語本文についてなど問題は山積しているがこれらは今後の課題と たい。注
⑴
　
井上宗雄氏『中世歌壇史の研究
　
室町後期』改訂新版（明治書院
　
一九八七年） 。
⑵
　
反町茂雄氏編『弘文荘待賈古書目』
W
indow
sX
P
版（八木書店
　
二〇
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〇二年） 。
⑶
　〈
　
〉は小字・割書を示し、 『
　
』は割書の中の割書を示す。以下同じ。
⑷
　
伊井春樹氏編『源氏物語注釈書・享受史事典』 （東京堂出版
　
二〇〇
一年） 。
⑸
　
神道大系編纂会編『神道大系
　
神社編八
　
賀茂』 （神道大系編纂会
　
一九八四年） 。
⑹
　
東京大学史料編纂所『大日本史料』第一〇編之二五（東京大学出版会
　
二〇〇六年） 。
⑺
　
群書類従』十七輯
　
三一九（続群書類従完成会
　
一九七八年） 。
⑻
　
なお、 陵部には九条本が多く入ったが、この土佐光茂画紫式部像は
確認できない。
⑼
　
宮内庁書陵部編『九条家文書』一（一九七一年） 。
⑽
　
なお、この二所は東福寺普門寺と三条西実澄亭であることが同（７）
九条稙通記録覚書によってわかる。
⑾
　
■部分は墨滅。
⑿
　
辻英子氏『在外日本絵巻の研究と資料』正編（笠間書院
　
一九九九年） 。
⒀
　
小嶋菜温 ・小峯和明・渡辺憲司氏編『源氏物語と江戸文化―
　
可視
化される雅俗―』 （森話社
　
二〇〇八年） 。
⒁
　
辻英子氏編『日本絵巻物抄―スペンサー・コレクション蔵―』 （笠間
書院
　
二〇〇二年） 。
⒂
　
小嶋菜温子氏「幻の「源氏物語絵巻」覚え き―室町期・近世初期の
『源氏物語』享受史から」 （ 『立教大学大学院
　
日本文学論叢』八
　
二〇〇八年八月） 。
⒃
　
栄厳の略歴、文化活動については海野圭介氏「随心院門跡伝来の歌書
類と九条家」 （ 『小野随心院所蔵の密教文献・図像調査を基盤とする相関的・総合的研究とその探求』
　
大阪大学大学院文学研究科
　
二〇〇五年
三月）に詳しいので、ここでは省筆する。
⒄
　
正宗敦夫編纂校訂『地下家傳』覆刻版（現代思潮社
　
一九七八年） 。
⒅
　
反町茂雄氏編『スペンサーコレクション蔵日本絵入り本および絵本目
録』増訂再版（弘文荘
　
一九七八年）による。
⒆
　
田口榮一氏「 「末摘花」絵巻における物語の絵画化―源氏絵場面選択
の意識とその造形化の一考察（ 『源氏物語の鑑賞と基礎知識』
　
至文堂
　
二〇〇〇年十一月） 。
⒇
　
新聞報道による。注⒂参照。なお、二〇〇九年一一月現在、
http://
opi-rina.chunichi.co.jp/topics/20080521-4.htm
l にてインターネット上で
も確認できる。

　
注⒀鼎談「幻の「源氏物語絵巻」を求めて」 。

　
五十嵐公一氏 九条幸家と京狩野家」 （兵庫県立歴史博物館『塵界』
一七
　
二〇〇六年三月） 。

　
黒板勝美氏・国史大系編修会編『新訂増補国史大系
　
徳川実紀』第四
編（吉川弘文館
　
一九六五年） 。

　
黒板勝美氏・国史大系編修会編『新訂増補国史大系
　
続史愚抄』後編
（吉川弘文館
　
一九六六年） 。

　
川本桂子氏「九条家伝来の車争い図をめぐって」 （山根有三先生古稀
記念会編『日本絵画史の研究』吉川弘文館
　
一九八九年） 。

　
赤松俊秀氏校註編『隔蓂記』復刻（思文閣出版
　
一九九七年） 。
附記
　
小嶋菜温子氏にはＮＨＫハイビジョン特集「源氏物語
　
一千年の旅～
二五〇〇枚の源氏絵の謎」 など、 御厚情を賜りました。御礼申し上げます。
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【矢野利長筆跡】
